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１．はじめに
本資料は「敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造 敷地内のＤ－１トレンチ内に認められるＫ断層の活

動性」及び「敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造 Ｋ断層と原子炉建屋直下を通過する破砕帯との連
続性」（以下，「審査資料」）について，誤記を確認したため，その修正内容を取りまとめたものである。

誤記等の一覧表では，変更・副次的変更・修正・再評価・追加・削除（以下，「変更等」）の分類※を合わせて示す。

※ 分類の定義
変更 ：従前提示していたデータから再観察により取得したデータに変えること。
副次的変更 ：関連データの変更等に伴い，従前提示していたデータが変わること。
修正 ：誤記，転記等の間違いを正すこと。
再評価 ：副次的変更のうち連続性評価（破砕帯分布の検討）を再度実施した結果に変わる箇所については再評価

と分類する。
追加 ：説明資料を追加すること。
削除 ：説明資料を削除すること。

なお，これらの誤記については，審査資料では修正したものを使用する。
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余白
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２．審査資料の誤記について
審査資料について，以下の一覧表記載の誤記を新たに確認した※1ため，前後比較資料を6頁以降に示す。

審査資料の誤記一覧表

No. 審査資料頁 修正前 修正後 誤記の理由 分類 頁

1

令和6年5月31日
審査資料 資料1-1-1

3-19頁
（※2）

【回答要旨】
Ｋ断層の破砕部

「…（平均69.9cm，
最大353.7cm）…」

【回答要旨】
Ｋ断層の破砕部

「 …（平均71.7cm，
最大355.7cm）… 」

資料作成時の記載の誤り 修正 6

2

令和6年5月31日
審査資料 資料1-1-1

［12/17］
（※3）

コメント一覧
回答要旨（当該頁）

Ｋ断層の破砕部
「…（平均69.9cm，
最大353.7cm）…」

コメント一覧
回答要旨（当該頁）

Ｋ断層の破砕部
「 …（平均71.7cm，
最大355.7cm）… 」

No.1の誤記に伴う誤り 修正 7

３

令和6年3月22日
審査資料 資料3-2-3

22頁
（※4）

性状一覧表の
対象ボーリング孔名

「性状一覧表（H24-ReB14-2）」

性状一覧表の
対象ボーリング孔名

「性状一覧表（H29-ReB14-2）」
転記ミス 修正 8

5

※1 以下の資料で提示した内容からの追加
・令和5年11月10日審査会合，資料1-2『「敦賀発電所発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更）添付書類の一部補正」の誤記について』
・令和6年3月22日審査会合，資料3-4『「敦賀発電所発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更）添付書類の一部補正」及び「敦賀発電所２号炉 敷地の地形，
地質・地質構造敷地内のＤ－１トレンチ内に認められるＫ断層の活動性」（審査資料）の誤記について』

・令和6年5月31日審査会合，資料1-4『「敦賀発電所発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更）添付書類の一部補正」及び「敦賀発電所２号炉 敷地の地形，
地質・地質構造 Ｋ断層と原子炉建屋直下を通過する破砕帯との連続性」（審査資料）の誤記について』

※2 以下の資料についても同じ内容の誤記有り（ヒアリング・面談資料については省略）
・令和6年6月6，7日 現地調査 資料 活-1 3-19頁

※3 以下の資料についても同じ内容の誤記有り（ヒアリング・面談資料については省略）
・令和6年6月6，7日 現地調査 資料 活-1 ［12/17］

※4 以下の資料についても同じ内容の誤記有（ヒアリング・面談資料については省略）
・令和6年6月6，7日 現地調査 資料 連-4 22頁



Ｋ断層の破砕部 平均幅，最大幅の誤り（No.1）

修正前 修正後

No.1 前後比較資料（1/1）

令和6年5月31日提出
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造
敷地内のＤ－１トレンチ内に認められるＫ断層の活動性
資料1-1-1 3-19頁
【コメントNo.現地調査-21】【コメントNo.1239-4】

【回答要旨】 Ｋ断層の破砕部 「…（平均69.9cm，最大353.7cm）…」

Ｋ断層の破砕部 平均幅，最大幅の修正

6

No.1

Ｋ断層の破砕部 平均幅，最大幅の誤り

No.1



コメント一覧 K断層の破砕部 平均幅，最大幅の誤り（No.2）

修正前 修正後

No.2 前後比較資料（1/1）

令和6年5月31日提出
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造
敷地内のＤ－１トレンチ内に認められるＫ断層の活動性
資料1-1-1 ［12/17頁］
【コメントNo.現地調査-21】【コメントNo.1239-4】

回答要旨（当該頁） Ｋ断層の破砕部 「…（平均69.9cm，最大353.7cm）…」

7

Ｋ断層の破砕部 平均幅，最大幅の誤り

No.2

Ｋ断層の破砕部 平均幅，最大幅の修正

No.2



性状一覧表 ボーリング孔名の誤り（No.3）

修正前 修正後

No.3 前後比較資料（1/1）

令和6年3月22日提出
敦賀発電所２号炉 敷地の地形，地質・地質構造
Ｋ断層と原子炉建屋直下を通過する破砕帯との連続性
資料３-２-３ 22頁

性状一覧表の対象ボーリング孔名

8

ボーリング孔名の誤り

No.3

ボーリング孔名の修正

No.3


